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イ
ン
ド
で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら

オ
ー
ト
バ
イ
と
乗
用
車
へ
の
需
要
が
急

速
に
伸
び
て
き
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
急

速
に
拡
大
し
て
い
く
自
動
車
部
品
市
場

へ
の
中
小
企
業
の
参
入
が
相
次
い
だ
。

主
要
部
品
で
は
外
国
企
業
と
外
資
・
技

術
提
携
を
結
ん
だ
大
企
業
が
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
る
一
方
で
、
一
九
八
〇

年
、
九
〇
年
代
に
参
入
し
た
中
小
企
業

が
成
長
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
自
動
車
部
品
の

需
要
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、新
規
参
入
が
減
少
し
て
い
く
。

技
術
レ
ベ
ル
が
向
上
し
た
た
め
に
、
参

入
に
必
要
な
初
期
投
資
が
増
え
、
参
入

障
壁
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。他
方
、

安
価
な
交
換
部
品
を
生
産
し
て
き
た
零

細
企
業
が
激
し
い
価
格
競
争
に
直
面

し
、
雇
用
労
働
者
数
が
九
人
以
下
の
事

業
所
数
は
減
少
し
た
。
本
稿
は
イ
ン
ド

自
動
車
部
品
産
業
が
発
展
し
て
い
く
過

程
で
ど
の
よ
う
な
産
業
構
造
が
形
成
さ

れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
技

術
が
波
及
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
。

　

イ
ン
ド
の
零
細
・
中
小
企
業
開
発
法

で
は
機
械
へ
の
投
資
額
が
二
五
〇
万
ル

ピ
ー
以
下
が
零
細
企
業
、
二
五
〇
万
ル

ピ
ー
か
ら
五
〇
〇
〇
万
ル
ピ
ー
が
小
企

業
、
五
〇
〇
〇
万
ル
ピ
ー
か
ら
一
億
ル

ピ
ー
が
中
企
業
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
既
存
の
工
業
統
計
は
従
業
員

数
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
従
業
員
数
が
九
人
以
下
を
零

細
企
業
、
一
〇
人
か
ら
一
〇
〇
人
ま
で

を
小
企
業
、
一
〇
一
人
か
ら
三
〇
〇
人

ま
で
を
中
企
業
と
す
る
。

●
自
動
車
部
品
産
業
の
発
展

　

イ
ン
ド
乗
用
車
産
業
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
、
一
九
八
三
年
に
ス
ズ
キ
自
動

車
が
国
営
マ
ル
チ
と
設
立
し
た
合
弁
企

業
が
生
産
を
開
始
し
た
の
が
転
換
点
と

な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
乗
用
車
の
生

産
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
組
立
メ
ー

カ
ー
は
主
要
部
品
を
自
社
内
で
生
産

し
、
重
要
で
は
な
い
部
品
の
み
を
外
部

か
ら
調
達
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
と

は
い
え
、
主
要
部
品
を
生
産
す
る
メ
ー

カ
ー
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。一
九
五
〇
年
代
に
は
ボ
ッ
シ
ュ（
Ｂ

ｏ
ｓ
ｃ
ｈ
）
や
ゴ
エ
ッ
ツ
（
Ｇ
ｏ
ｅ
ｔ

ｚ
ｅ
）
と
い
っ
た
外
資
系
企
業
が
イ
ン

ド
で
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
一
九
六

〇
年
代
に
入
る
と
Ｔ
Ｖ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
や

カ
リ
ヤ
ニ
・
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
現
在

は
欧
米
企
業
を
買
収
し
多
国
籍
企
業
と

な
っ
て
い
る
部
品
メ
ー
カ
ー
が
外
資
・

技
術
提
携
を
結
ん
で
先
進
国
企
業
か
ら

技
術
を
導
入
し
、
生
産
を
開
始
し
た
。

　

マ
ル
チ
は
操
業
開
始
当
時
、
部
品
を

す
べ
て
日
本
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。
当

時
イ
ン
ド
は
ロ
ー
カ
ル
・
コ
テ
ン
ツ
規

制
を
外
資
系
企
業
に
課
し
て
お
り
、
マ

ル
チ
も
政
府
と
交
わ
し
た
国
内
調
達
比

率
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
国
内

調
達
を
増
や
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
ス
ズ
キ
自
動
車
は
日

本
で
取
引
を
し
て
い
る
部
品
メ
ー
カ
ー

に
も
イ
ン
ド
に
進
出
す
る
よ
う
要
請
し

た
。
同
時
に
マ
ル
チ
は
、
既
存
の
イ
ン

ド
企
業
と
外
資
系
企
業
か
ら
の
部
品
調

達
も
増
や
し
て
い
っ
た
。
マ
ル
チ
に
部

品
を
供
給
し
て
い
る
部
品
メ
ー
カ
ー

は
、
生
産
の
増
大
と
と
も
に
、
一
部
の

部
品
を
外
部
か
ら
調
達
し
た
。
こ
う
し

て
マ
ル
チ
を
中
心
に
一
次
下
請
と
二
次

下
請
か
ら
な
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
下
請

関
係
が
成
立
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
は

外
国
直
接
投
資
の
み
な
ら
ず
国
内
の
民

間
投
資
に
も
規
制
が
あ
り
、
民
間
企
業

の
自
由
な
投
資
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
小
型
乗
用
車
市
場
は
マ
ル
チ

の
ほ
ぼ
独
占
状
態
に
あ
り
、
生
産
が
注

文
の
増
大
に
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
よ

う
な
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
独
占
状
態

を
背
景
に
、
マ
ル
チ
は
下
請
企
業
に
対

し
て
技
術
お
よ
び
資
金
面
で
の
支
援
を

行
い
、
下
請
企
業
の
育
成
を
図
っ
た
。

一
方
で
、
マ
ル
チ
は
部
品
を
供
給
し
て

い
る
下
請
企
業
を
価
格
、
品
質
、
納
期

の
観
点
か
ら
厳
し
く
管
理
し
、
評
価
に

応
じ
て
注
文
量
を
変
化
さ
せ
た
。
下
請

企
業
は
マ
ル
チ
へ
の
売
り
上
げ
を
増
や

イ
ン
ド
自
動
車
部
品
産
業
に
お
け
る

中
小
企
業
の
発
展

内
川
秀
二

分析リポート
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す
た
め
に
は
、
コ
ス
ト
削
減
、
品
質
向

上
、
納
期
の
厳
守
に
向
け
て
恒
常
的
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

オ
ー
ト
バ
イ
市
場
に
お
い
て
も
一
九

八
〇
年
代
に
外
資
提
携
・
技
術
提
携
に

基
づ
き
、
ヒ
ー
ロ
ー
・
ホ
ン
ダ
や
バ

ジ
ャ
ー
ジ
が
生
産
を
急
速
に
伸
ば
し
て

い
く
。
生
産
の
増
大
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
企
業
を
中
心
と
し
た
下
請
関
係
が

確
立
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
も

下
請
企
業
の
育
成
と
同
時
に
、
評
価
に

よ
る
管
理
を
行
っ
た
。

　

一
九
九
一
年
か
ら
経
済
改
革
の
な
か

で
外
国
直
接
投
資
に
対
す
る
規
制
が
緩

和
さ
れ
、
国
内
民
間
投
資
に
対
す
る
規

制
は
徐
々
に
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
ホ
ン
ダ
、
ト
ヨ
タ
、
現

代
、
フ
ォ
ー
ド
、
Ｇ
Ｍ
と
い
っ
た
外
資

系
組
立
メ
ー
カ
ー
が
乗
用
車
市
場
に
相

次
い
で
参
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
外
資
系

企
業
は
イ
ン
ド
進
出
と
同
時
に
自
国
の

下
請
企
業
に
も
進
出
を
要
請
し
た
。
現

代
自
動
車
の
場
合
、
韓
国
部
品
メ
ー

カ
ー
一
七
社
が
進
出
し
た
。
現
代
自
動

車
は
こ
れ
ら
の
企
業
か
ら
主
要
な
部
品

を
調
達
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
ド
お
よ

び
外
資
系
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
調
達

を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
部
品
メ
ー

カ
ー
の
中
に
は
マ
ル
チ
か
ら
技
術
支
援

を
受
け
て
い
た
企
業
も
含
ま
れ
て
い

る
。

　

自
動
車
組
立
メ
ー
カ
ー
間
の
競
争
が

激
し
く
な
り
、
市
場
シ
ェ
ア
が
低
下
す

る
中
で
、
マ
ル
チ
は
調
達
戦
略
の
変
更

を
迫
ら
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
お
い

て
マ
ル
チ
は
約
四
〇
〇
社
か
ら
部
品
を

調
達
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

は
調
達
先
が
二
二
〇
社
に
絞
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
間
に
マ
ル
チ
の
生
産
台
数
は

増
大
し
て
い
る
の
で
、
優
秀
な
下
請
企

業
に
集
中
的
に
発
注
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
現
に
、
主
要
な
自

動
車
部
品
に
お
い
て
少
数
の
大
企
業
が

大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
二
〇

〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
の

間
、
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
で
は
バ
ー

ラ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ジ
が
六
〇
％
以
上
を
、

燃
料
噴
射
装
置
で
は
ボ
ッ
シ
ュ
が
七

五
％
以
上
を
、
ピ
ス
ト
ン
・
リ
ン
グ
で

は
ゴ
エ
ッ
ツ
が
二
五
％
以
上
を
占
め
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
複
数
の
組
立

メ
ー
カ
ー
に
部
品
を
供
給
し
て
い
た
。

　

乗
用
車
の
年
間
生
産
台
数
の
増
大

は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
さ
ら
に

加
速
す
る
。
一
九
九
四
年
度
の
二
六
万

台
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
の
一
六
二
万
台

へ
と
再
び
急
増
し
て
い
る
。
オ
ー
ト
バ

イ
の
年
間
生
産
台
数
も
一
九
九
四
年
度

の
六
五
万
台
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
の
六

八
〇
万
台
へ
と
増
大
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
自
動
車
部
品
の
生
産
額
は
、
二

〇
〇
一
年
度
の
四
五
億
米
ド
ル
か
ら
二

〇
〇
七
年
度
の
一
八
〇
億
米
ド
ル
へ
と

伸
び
た
。

●
中
小
企
業
の
下
請
関
係
へ
の
参
入

　

本
稿
に
お
い
て
、「
下
請
」
は
購
入

者
と
合
意
し
た
仕
様
の
部
品
を
長
期
間

供
給
す
る
契
約
と
定
義
す
る
。
下
請
と

い
う
言
葉
に
は
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
こ
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
技
術
移
転
の
経
路
と
捉
え
る
。
こ

こ
で
い
う
長
期
間
と
い
う
意
味
は
、
将

来
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
組
立
メ
ー
カ
ー
は
複

数
の
モ
デ
ル
を
生
産
し
、
定
期
的
に
モ

デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
を
行
う
。
新
し
い
モ

デ
ル
の
た
め
の
部
品
の
仕
様
と
価
格

は
、
開
発
段
階
で
決
め
ら
れ
る
。
重
要

な
部
品
に
つ
い
て
は
、
組
立
メ
ー
カ
ー

は
部
品
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
を
行

う
。
一
度
下
請
企
業
が
新
モ
デ
ル
の
部

品
生
産
を
受
注
す
る
と
、
契
約
は
通
常

そ
の
モ
デ
ル
の
生
産
が
続
く
限
り
、
継

続
さ
れ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
新
し
い

モ
デ
ル
が
導
入
さ
れ
る
と
き
に
、
同
じ

下
請
企
業
が
旧
モ
デ
ル
と
同
様
の
部
品

を
受
注
す
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。

　

下
請
企
業
は
親
企
業
か
ら
（
一
）
一

定
期
間
内
の
コ
ス
ト
削
減
を
反
映
し
た

部
品
価
格
の
引
き
下
げ
、（
二
）
部
品

の
品
質
維
持
（
欠
陥
製
品
を
供
給
し
な

い
）、（
三
）
納
期
の
厳
守
、
を
求
め
ら

れ
る
。
他
方
で
、
親
企
業
は
自
社
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
派
遣
し
た
り
、
下
請
企
業

の
従
業
員
に
対
し
て
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
下
請
企
業
の
生
産
性
向
上
を

支
援
す
る
。
下
請
企
業
は
、
特
定
の
親

企
業
と
取
引
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
技

術
を
習
得
で
き
る
。
自
社
が
製
造
し
た

部
品
の
欠
陥
に
つ
い
て
の
情
報
や
品
質

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
親
企
業
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
下
請
企
業
に
蓄
積
さ

れ
、
そ
れ
が
下
請
企
業
の
技
術
向
上
に

つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
親
企
業

と
下
請
企
業
の
関
係
は
、
排
他
的
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は

一
部
品
メ
ー
カ
ー
が
複
数
の
企
業
に
部

品
を
供
給
し
て
い
る
こ
と
が
圧
倒
的
に

多
い
。

　

発
展
途
上
国
に
お
い
て
、
組
立
メ
ー

カ
ー
と
部
品
メ
ー
カ
ー
の
間
に
下
請
関

係
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か

の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
一
に
、
部
品
一
品
当
た
り
の
需

要
が
規
模
の
経
済
性
を
享
受
で
き
る
レ

ベ
ル
ま
で
増
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
外

資
系
組
立
メ
ー
カ
ー
は
部
品
の
輸
入
価

格
と
国
内
調
達
価
格
を
比
較
す
る
。
国

内
組
立
メ
ー
カ
ー
は
調
達
価
格
と
自
社

内
で
の
生
産
価
格
を
比
較
す
る
。
自
社

内
で
生
産
し
た
方
が
品
質
管
理
と
納
期

の
調
整
は
容
易
で
あ
る
た
め
、
調
達
価

格
は
よ
り
安
価
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
価
格
を
組
立
メ
ー
カ
ー
が
要
求
す

る
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
下
げ
る
に
は
、
生

産
量
が
規
模
の
経
済
性
が
働
く
レ
ベ
ル

ま
で
増
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
部
品
メ
ー
カ
ー
が
研
究
・
開

発
を
行
う
こ
と
が
組
立
メ
ー
カ
ー
が
要

求
す
る
品
質
基
準
を
満
た
す
た
め
に
は

不
可
欠
で
あ
る
。
研
究
・
開
発
は
新
製

品
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
問
題
点
の
把

握
、
他
社
製
品
の
模
倣
の
た
め
に
も
必

要
で
あ
る
。
第
三
に
、
納
期
を
守
る
た

め
に
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
が
自
社
内
の

み
な
ら
ず
二
次
下
請
企
業
の
管
理
も
含

め
た
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
管
理
能

力
が
必
要
と
な
る
。
一
次
下
請
企
業
は

二
次
下
請
企
業
か
ら
部
品
を
調
達
し

て
、
組
み
立
て
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
生
産
量
に
あ
わ
せ
て
調
整
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
組

立
メ
ー
カ
ー
は
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン

を
管
理
す
る
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

既
に
述
べ
た
と
お
り
、
イ
ン
ド
の
乗

用
車
お
よ
び
オ
ー
ト
バ
イ
の
生
産
台
数

は
一
九
九
〇
年
代
以
降
急
増
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
九
八
三
年
以
前
に
外
資

系
お
よ
び
国
内
の
大
手
部
品
メ
ー
カ
ー

が
生
産
を
開
始
し
て
お
り
、
一
定
の
技

術
能
力
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
が
イ
ン

ド
に
お
い
て
下
請
関
係
が
発
展
す
る
基

礎
条
件
と
な
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
、
一
九
八
〇
年
、
九
〇
年
代
に
中
小

企
業
の
自
動
車
部
品
産
業
へ
の
参
入
が

相
次
ぎ
、
こ
れ
ら
が
一
次
・
二
次
下
請

企
業
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
の
参
入
状
況
を
調
べ
る
た

め
に
、
イ
ン
ド
自
動
車
部
品
製
造
業
者

協
会
の
発
行
し
た
二
〇
一
〇
年
版
「
バ

イ
ヤ
ー
ズ
・
ガ
イ
ド
」
を
分
析
し
て
み

る
。
同
協
会
に
は
四
輪
・
二
輪
の
部
品

お
よ
び
ト
ラ
ク
タ
ー
の
部
品
メ
ー
カ
ー

も
加
盟
し
て
い
る
。
協
会
へ
の
加
盟
は

任
意
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
部
品

メ
ー
カ
ー
が
加
盟
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
の
デ
ー
タ
ー
に
偏
り
が
あ
る

の
は
確
か
で
あ
る
が
、
二
輪
お
よ
び
四

輪
組
立
メ
ー
カ
ー
が
調
達
先
を
選
定
す

る
際
に
、
同
協
会
の
メ
ン
バ
ー
・
リ
ス

ト
を
参
考
に
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

同
協
会
の
メ
ン
バ
ー
が
一
次
・
二
次
下

請
企
業
の
趨
勢
を
表
し
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
一
〇
版
で
は

生
産
開
始
年
と
雇
用
人
数
の
両
方
が
記

載
さ
れ
て
い
る
企
業
が
五
六
七
社
あ

る
。
こ
れ
を
生
産
開
始
年
代
別
に
整
理

す
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
な
る
。
一
九

八
〇
年
、
九
〇
年
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一

五
〇
社
を
超
え
る
新
規
参
入
が
あ
っ

た
。

　

中
小
企
業
が
成
長
し
て
い
る
こ
と

は
、「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ガ
イ
ド
」
の
分

析
か
ら
分
か
る
。
二
〇
〇
五
年
版
と
二

〇
一
〇
年
版
を
用
い
て
従
業
員
数
を
比

較
し
て
み
る
と
、
デ
ー
タ
ー
が
比
較
可

能
な
三
五
二
社
の
う
ち
二
〇
七
社
が
従

業
員
を
二
〇
％
以
上
増
や
し
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
規
模
が
小
・
中
・

大
企
業
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
五
五
％

以
上
の
企
業
が
従
業
員
を
五
年
間
の
間

に
二
〇
％
以
上
増
や
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
一
九
八
〇
年
、
九
〇
年
代
に
参
入

し
た
中
小
企
業
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
成

長
し
て
い
る
。
中
に
は
大
企
業
と
な
っ

た
も
の
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る

と
、
需
要
が
急
増
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
新
規
参

入
は
四
六
社
に
ま

で
減
少
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
二

〇
〇
〇
年
代
に
参

入
し
た
四
六
社
の

う
ち
小
企
業
は
一

二
社
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
は
二
〇

〇
〇
年
代
に
お
い

て
は
小
企
業
が
参

入
す
る
の
が
難
し

く
な
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

で
は
、
一
次
・

二
次
下
請
企
業
の

関
係
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇

一
〇
年
版
「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ガ
イ
ド
」

に
よ
る
と
、
二
次
下
請
企
業
三
六
三
社

の
う
ち
三
〇
九
社
が
一
次
下
請
企
業
と

し
て
組
立
メ
ー
カ
ー
に
も
供
給
し
て
い

る
。
一
次
と
二
次
の
関
係
は
硬
直
的
な

も
の
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

ス
に
応
じ
て
、
各
部
品
メ
ー
カ
ー
が
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

外
資
系
組
立
メ
ー
カ
ー
は
研
究
・
開

発
と
投
資
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
た
め

に
、
イ
ン
ド
以
外
で
生
産
し
て
い
る
既

存
の
モ
デ
ル
を
、
あ
る
い
は
若
干
の
修

正
を
加
え
た
モ
デ
ル
を
導
入
す
る
こ
と

■100人以下　■101人～300人　■301人～500人　■501人以上
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図1　生産開始年代ごとの従業員数別企業分布（2010年）

（出所）インド自動車部品製造者協会、2010年版バイヤーズ・ガイドよ
り著者作成。
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インド自動車部品産業における中小企業の発展

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
新
モ
デ
ル
の
導

入
当
初
は
部
品
の
輸
入
が
増
え
る
（
図

２
）。
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
い
て
四
輪

部
品
の
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。
他
方
で
、
部
品
の

輸
出
も
急
増
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年

版
「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ガ
イ
ド
」
に
よ
る

と
、
イ
ン
ド
自
動
車
部
品
製
造
業
者
協

会
の
加
盟
企
業
五
八
五
社
の
う
ち
二
二

六
社
が
外
国
の
組
立
メ
ー
カ
ー
に
、
一

九
七
社
が
外
国
の
部
品
メ
ー
カ
ー
に
部

品
を
供
給
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
八

一
社
が
外
国
の
交
換
部
品
市
場
に
輸
出

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
輸
出
企
業
に
は

中
小
企
業
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
企
業
は
生
産
量
が
比
較
的
少

な
い
モ
デ
ル
の
部
品
を
生
産
し
て
お

り
、
ニ
ッ
チ
市
場
を
対
象
と
す
る
こ
と

で
輸
出
競
争
力
を
維
持
し
て
い
る
。
イ

ン
ド
の
中
小
企
業
に
よ
る
輸
出
が
伸
び

て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
価
格
と
品

質
の
面
で
国
際
競
争
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
能
力
も
併
せ
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

●
衰
退
す
る
零
細
企
業

　

イ
ン
ド
自
動
車
部
品
製
造
業
者
協
会

の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
も

多
く
の
零
細
・
小
企
業

が
国
内
向
け
交
換
部
品

を
生
産
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
熱
処
理
や
鍛

造
な
ど
の
工
程
を
請
け

負
う
零
細
・
小
企
業
が

存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

企
業
に
つ
い
て
は
事
例

研
究
あ
る
。

　

ア
ワ
ス
テ
ィ
他
は
二

〇
〇
〇
年
代
末
に
パ
ン

ジ
ャ
ブ
州
で
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
零
細
お

よ
び
中
小
企
業
一
八
三

社
の
う
ち
、
四
九
社
が

国
内
お
よ
び
外
国
の
組
立
メ
ー
カ
ー
の

一
次
・
二
次
下
請
業
者
と
し
て
部
品
を

供
給
す
る
か
、
あ
る
い
は
外
国
の
交
換

部
品
市
場
に
輸
出
を
行
っ
て
い
る
。
零

細
企
業
一
〇
六
社
を
含
む
残
り
の
一
三

四
社
が
、
国
内
の
交
換
部
品
市
場
に
供

給
し
て
い
る
。
両
者
の
間
の
技
術
格
差

は
、
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
機
械
へ
の

投
資
額
の
差
か
ら
見
て
取
れ
る
。
前
者

の
投
資
額
は
一
億
ル
ピ
ー
に
達
し
て
い

る
の
に
対
し
、
後
者
は
わ
ず
か
一
二
〇

万
ル
ピ
ー
に
過
ぎ
な
い
。
技
術
水
準
の

格
差
は
品
質
の
差
と
な
っ
て
表
れ
る
。

前
者
の
返
品
率
は
〇
・
三
五
％
で
あ
る

が
、
後
者
の
場
合
に
は
一
〇
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
例
研
究

に
よ
る
と
一
次
・
二
次
下
請
業
者
は
製

品
の
三
五
％
を
国
内
交
換
市
場
に
も
供

給
し
て
い
る
。

　

ク
マ
ー
ル
は
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
地
域
で

の
事
例
研
究
に
基
づ
き
、
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
を
（
一
）
一
次
下
請
企
業
と

し
て
組
立
メ
ー
カ
ー
に
供
給
し
て
い
る

大
企
業
、（
二
）
二
次
下
請
企
業
と
し

て
大
企
業
に
供
給
し
て
い
る
中
企
業
、

（
三
）
国
内
交
換
部
品
市
場
に
供
給
し

て
い
る
零
細
・
小
企
業
の
、
三
種
類
に

分
類
し
て
い
る
。
零
細
・
小
企
業
は
物

品
税
を
減
税
さ
れ
る
優
遇
措
置
を
受
け

て
い
る
が
、厳
し
い
競
争
に
晒
さ
れ
て
、

長
期
的
観
点
か
ら
す
る
と
企
業
の
利
益

を
損
ね
る
水
準
に
ま
で
販
売
価
格
を
引

き
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。

　

図
３
は
イ
ン
ド
自
動
車
部
品
産
業
の

構
造
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
著

者
は
二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
六
月
に
デ

リ
ー
近
郊
の
従
業
員
数
四
〇
〇
人
以
下

の
企
業
一
七
社
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
。
対
象
企
業
の
中
に
は
外
国

の
交
換
部
品
市
場
へ
の
輸
出
に
特
化
し

て
い
る
企
業
が
三
社
あ
っ
た
が
、
残
り

の
一
四
社
は
国
内
の
組
立
メ
ー
カ
ー
と

部
品
メ
ー
カ
ー
に
供
給
し
て
い
る
一

次
・
二
次
下
請
企
業
で
あ
っ
た
。
一
七

社
の
う
ち
六
社
は
設
立
当
時
の
従
業
員

数
が
九
人
以
下
の
零
細
企
業
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
組
立
メ
ー
カ
ー
の
下
請
企

業
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
六

社
の
う
ち
一
社
を
除
き
、
五
社
は
一
九

八
〇
年
以
前
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
現

在
は
二
代
目
、
三
代
目
の
創
業
者
家
族

が
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
新
世
代
の
経

営
者
は
十
分
な
教
育
を
受
け
て
お
り
、

生
産
工
程
と
経
営
に
つ
い
て
の
知
見
を

有
し
て
い
る
。
現
在
の
零
細
企
業
の
経

営
者
の
多
く
は
、
労
働
者
と
し
て
働
き

な
が
ら
習
得
し
た
ス
キ
ル
の
基
づ
き
生

産
を
行
っ
て
お
り
、
十
分
な
資
金
が
な

い
こ
と
も
あ
り
、
技
術
革
新
に
追
い
つ

い
て
い
く
の
は
難
し
い
。

　

国
内
の
交
換
部
品
市
場
は
、
乗
用
車

2500

2000

1500

1000

500

0

19
99
年
度

20
00
年
度

20
01
年
度

20
02
年
度

20
03
年
度

20
04
年
度

20
05
年
度

20
06
年
度

20
07
年
度

20
08
年
度

（100万米ドル）

四輪部品の輸入(HS コード8708)

四輪部品の輸出(HS コード8708)

二輪部品の輸出(HS コード8714)

図2　インドにおける自動車部品の輸出入

（出所）インド商工業省ホームページの輸出入データー・バンク
（http://commerce.nic.in/eidb/default.asp）より著者作成。
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と
オ
ー
タ
オ
バ
イ
の
販
売
台
数
が
増
え

る
に
従
っ
て
拡
大
し
て
い
る
。問
題
は
、

零
細
企
業
が
こ
の
市
場
で
顧
客
を
失
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
国
内
の
交
換
部

品
市
場
は
、部
品
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
、

組
立
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
さ

れ
る
部
品
、
部
品
メ
ー
カ
ー
の
名
前
が

入
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
部
品
、
非
ブ
ラ
ン
ド

部
品
、
輸
入
部
品
に
分
け
ら
れ
る
。
非

ブ
ラ
ン
ド
部
品
は
零
細
企
業
に
よ
っ
て

生
産
さ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る

シ
ェ
ア
は
、
組
立
メ
ー
カ
ー
販
売
部
品

が
三
四
％
、
部
品
メ
ー
カ
ー
・
ブ
ラ
ン

ド
部
品
が
三
九
％
、
非
ブ
ラ
ン
ド
部
品

が
一
八
％
、
輸
入
部
品
が
三
％
で
あ
っ

た
。
消
費
者
が
価
格
よ
り
も
品
質
を
重

視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
組
立

メ
ー
カ
ー
販
売
部
品
の
シ
ェ
ア
が
増
え

る
一
方
で
、
非
ブ
ラ
ン
ド
部
品
の
シ
ェ

ア
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。つ
ま
り
、

零
細
企
業
に
対
す
る
需
要
が
縮
小
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
工
業
統
計
で
は
、
従
業
員

数
が
一
〇
人
以
上
の
企
業
が
組
織
部

門
、
九
人
以
下
の
企
業
が
未
組
織
部
門

と
し
て
分
類
さ
れ
、
前
者
は
工
業
統
計

表
、
後
者
は
全
国
標
本
調
査
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
表
１
は
組
織
部
門
と
未

組
織
部
門
の
う
ち
従
業

員
数
が
六
人
か
ら
九
人

の
企
業
に
つ
い
て
自
動

車
・
同
部
品
産
業
（
四

輪
）
の
事
業
所
数
と
粗

付
加
価
値
の
成
長
率
を

全
国
標
本
統
計
が
実
施

さ
れ
た
年
度
に
基
づ
き

計
算
し
た
も
の
で
あ

る
。
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
産

業
分
類
が
一
九
九
八
年

に
大
幅
に
改
定
さ
れ
、

一
九
九
八
年
度
以
降
は

自
動
車
修
理
工
場
も
自

動
車
産
業
に
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

事
業
所
数
と
粗
付
加
価
値
の
成
長
率
が

過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
現
に
組
織
部
門
い
つ
い
て
は
一
九

九
七
年
度
ま
で
は
事
業
所
数
が
二
〇
〇

〇
以
下
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
九
八
年
度
以
降
は
二
六
〇
〇
以
上

に
増
大
し
て
い
る
。
重
要
な
点
は
、
二

〇
〇
〇
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
の
間

に
組
織
部
門
の
粗
付
加
価
値
が
年
率
で

二
四
・
五
％
も
増
大
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
未
組
織
部
門
は
六
％
し
か

成
長
し
て
お
ら
ず
、
事
業
所
数
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
激

し
い
競
争
の
中
で
、
零
細
企
業
が
淘
汰

さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

● 

自
動
車
部
品
産
業
に
お
け
る
技

術
進
歩

　

大
企
業
が
技
術
を
習
得
し
て
い
く
経

路
と
し
て
、（
一
）
組
立
メ
ー
カ
ー
と

の
共
同
開
発
、（
二
）
下
請
契
約
に
基

づ
く
特
定
の
組
立
メ
ー
カ
ー
と
の
取

引
、（
三
）
自
社
内
で
の
研
究
・
開
発
、

（
四
）
外
資
・
技
術
提
携
に
よ
る
先
進

国
企
業
か
ら
の
技
術
の
導
入
、（
五
）

先
進
国
部
品
企
業
の
買
収
、
が
考
え
ら

れ
る
。

　

外
資
系
組
立
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
開

発
は
国
際
水
準
の
技
術
を
導
入
す
る
た

め
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
機
会
は
重
要
部
品
を
生
産
す
る
一

部
の
企
業
に
限
ら
れ
て
い
る
。
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
下
請
企
業
に
と
っ
て
下

請
関
係
を
締
結
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
取

引
組
立
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
価
格
、品
質
、

納
期
に
つ
い
て
の
条
件
を
満
た
す
よ
う

に
努
力
す
る
中
で
、
結
果
と
し
て
技
術

が
社
内
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

大
企
業
は
研
究
・
開
発
部
門
を
有
し
、

新
製
品
を
開
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
ラ

イ
バ
ル
企
業
の
製
品
を
分
析
し
た
り
、

コ
ス
ト
削
減
と
品
質
向
上
に
つ
な
が
る

生
産
方
法
を
研
究
し
て
い
る
。

　

大
企
業
の
多
く
は
過
去
に
、
ま
た
は

現
在
に
お
い
て
も
先
進
国
企
業
と
外

資
・
技
術
提
携
を
締
結
し
て
技
術
を
導

入
し
て
い
る
。
先
進
国
市
場
に
お
い
て

多
国
籍
企
業
は
製
品
開
発
に
膨
大
な
資

金
を
投
入
し
、
技
術
革
新
を
進
め
て
い

る
。
イ
ン
ド
企
業
が
多
国
籍
企
業
と
対

等
に
技
術
革
新
を
進
め
て
い
く
だ
け
の

資
金
は
な
い
。
先
進
国
で
既
に
普
及
し

て
い
る
が
、
イ
ン
ド
市
場
で
は
優
位
に

立
て
る
技
術
を
購
入
し
、
研
究
・
開
発

に
必
要
な
時
間
と
資
金
を
節
約
す
る
こ

と
で
、
製
品
開
発
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ

て
い
る
。
外
資
提
携
は
輸
出
先
の
拡
大

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
先
進
国
の

部
品
企
業
は
価
格
競
争
で
優
位
に
立
て

な
く
な
っ
た
市
場
を
提
携
先
の
イ
ン
ド

企
業
に
譲
り
、
技
術
指
導
料
を
か
せ
ぐ

戦
略
を
と
る
場
合
が
あ
る
。
イ
ン
ド
企

零細企業

供給ギャップ

供給

大企業
および
中小企業

一次下請部品メーカー
二次下請部品メーカー

輸出市場

国内交換部品市場

組立メーカー

図3　インド自動車部品の産業構造

（出所）著者作成。
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業
に
と
っ
て
は
、
イ
ン
ド
市
場
で
優
位

に
立
て
る
技
術
が
導
入
で
き
る
と
同
時

に
輸
出
市
場
を
確
保
で
き
る
。
著
者
が

行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
こ
の
よ

う
な
事
例
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、外
資
・

技
術
提
携
は
安
定
し
た
も
の
で
は
な

い
。
先
進
国
企
業
が
戦
略
を
変
更
す
る

こ
と
で
、
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
る
。
あ
る
イ
ン
ド
部
品
メ
ー
カ
ー

は
納
入
先
の
外
資
系
組
立
メ
ー
カ
ー
か

ら
自
国
内
で
下
請
関
係
に
あ
る
企
業
を

技
術
提
携
先
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
技
術

提
携
を
締
結
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
ド

の
部
品
需
要
が
急
速
に
拡
大
し
た
た

め
、
提
携
先
の
企
業
が
イ
ン
ド
市
場
へ

の
進
出
を
決
定
し
、
提
携
契
約
が
更
新

さ
れ
な
か
っ
た
。
外
資
系
組
立
メ
ー

カ
ー
は
従
来
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
イ

ン
ド
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
調
達
を
継

続
し
た
が
、
新
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
新

た
に
進
出
し
た
外
資
系
部
品
メ
ー
カ
ー

か
ら
調
達
を
開
始
し
た
。
こ
の
結
果
、

イ
ン
ド
部
品
メ
ー
カ
ー
の
外
資
系
組
立

メ
ー
カ
ー
へ
の
供
給
は
急
減
し
た
。

　

Ｔ
Ｖ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
ス
ン
ダ
ラ
ム
・

フ
ァ
ス
ナ
ー
は
二
〇
〇
三
年
に
イ
ギ
リ

ス
企
業
を
買
収
し
た
。
現
在
、
同
企
業

は
五
カ
国
で
操
業
し
て
い
る
。
ま
た
、

カ
リ
ヤ
ニ
・
グ
ル
ー
プ
の
バ
ー
ラ
ッ
ト
・

フ
ォ
ー
ジ
は
二
〇
〇
四
年
に
ド
イ
ツ
企

業
を
、
二
〇
〇
五
年
に
ア
メ
リ
カ
企
業

を
買
収
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー

プ
が
先
進
国
企
業
を
買
収
す
る
目
的

は
、
買
収
先
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
を
吸

収
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

中
小
企
業
が
技
術
を
習
得
し
て
い
く

経
路
と
し
て
、（
一
）
特
定
企
業
と
の

取
引
を
継
続
す
る
こ
と
で
習
得
さ
れ
る

技
術
と
く
に
納
入
先
か
ら
の
指
導
お
よ

び
提
案
、（
二
）
お
も
に
逆
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
に
よ
る
研
究
・
開
発
、（
三
）

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
さ
れ

る
機
械
納
入
業
者
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、（
四
）
業
界
団
体
や
組
立
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
、（
五
）
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

指
導
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
五
点

は
著
者
が
実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中

で
中
企
業
の
経
営
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
企
業
の
場
合
と
同
じ
く
、
中
小
企

業
も
親
企
業
と
の
下
請
契
約
の
も
と
で

取
引
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
組
立
メ
ー
カ
ー
や
大
手
部
品

メ
ー
カ
ー
は
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
を

管
理
す
る
た
め
に
、
自
社
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
下
請
企
業
に
定
期
的
に
派
遣
し
、

工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
生
産
管
理
や

コ
ス
ト
削
減
の
方
法
ま
で
様
々
な
点
に

つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
小
企
業
が
納
品
し
た
製
品
に
つ
い
て

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
重
要
な
情
報
と

な
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
企
業
の
経
営

者
の
多
く
が
、
親
企
業
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
中
企
業

は
研
究
・
開
発
に
十
分
な
資
金
を
つ
ぎ

込
め
る
余
裕
は
な
い
。
大
企
業
の
製
品

を
分
解
し
て
、分
析
す
る
こ
と
が
研
究
・

開
発
の
中
心
と
な
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
数
値
制
御
の
機
械
が
普
及
し
た
こ

と
で
、
生
産
現
場
で
労
働
者
に
よ
っ
て

発
揮
さ
れ
る
技
能
の
余
地
が
狭
ま
っ

た
。
機
械
の
操
作
方
法
は
、
各
企
業
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
機
械
を
納
入
し
た
業
者

が
行
う
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
で
習
得

さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
生
産
現
場
で
は

熟
練
工
が
数
値
を
入
力
す
る
が
、
イ
ン

ド
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
と
な
っ
て

お
り
、
労
働
者
は
製
品
の
取
り
外
し
の

み
を
行
う
。
親
企
業
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
並
ん
で
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
、

業
界
団
体
や
組
立
メ
ー
カ
ー
が
行
う
ク

ラ
ス
タ
ー
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

こ
れ
は
特
定
地
域
の
中
小
企
業
が
集
ま

り
、
経
営
者
が
お
互
い
の
工
場
を
訪
問

し
、
コ
メ
ン
ト
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
動
車
部
品
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

用
い
ら
れ
て
い
る
機
械
設
備
や
技
術
は

異
な
る
が
、
生
産
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
刺

激
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ヒ
ア

リ
ン
グ
対
象
企
業
の
中
に
は
経
営
コ
ン

表1　部門別事業所数および粗付加価値の成長率（％）

1989年度～
1994年度

1994年度～
2000年度

2000年度～
2005年度

組織部門 事業所数
1993年度粗付加価値

2.9
7.7

9.0
4.8

2.8
24.3

未組織部門
（従業員数6人～9人）

事業所数
1993年度粗付加価値

-8.8
-14.7

29.9
29.4

-2.4
6.0

（出所）組織部門、中央統計局、工業統計表
未組織部門、全国標本調査局、全国標本調査、45、51、56、62ラウンド
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サ
ル
タ
ン
ト
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
も

あ
っ
た
。
多
く
の
中
小
企
業
が
外
資
・

技
術
提
携
先
を
探
し
て
い
る
が
、
先
進

国
の
企
業
側
は
大
企
業
と
の
提
携
を
希

望
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
に
現

在
提
携
し
て
い
る
企
業
は
少
数
で
あ
っ

た
。
中
小
企
業
に
は
こ
の
よ
う
な
経
路

を
通
し
て
、
技
術
が
大
企
業
か
ら
移
転

さ
れ
て
い
く
。

　

零
細
企
業
も
生
産
性
の
向
上
を
怠
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ラ
ニ
と
ウ
ニ

は
二
〇
〇
四
年
、
〇
五
年
に
デ
リ
ー
近

郊
、チ
ェ
ン
ナ
イ
、プ
ー
ネ
お
よ
び
ア
ー

メ
ダ
バ
ー
ド
で
調
査
を
行
い
、
下
請
契

約
に
よ
り
顧
客
と
の
関
係
が
強
い
企
業

ほ
ど
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
点
を

指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
企
業
の

サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
に
入
る
こ
と
で
、

零
細
企
業
も
成
長
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、一
次
・

二
次
下
請
企
業
か
ら
受
注
す
る
た
め
に

は
、
価
格
、
品
質
、
納
期
の
条
件
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
換
部
品

市
場
で
中
小
・
大
企
業
に
市
場
を
奪
わ

れ
て
い
る
零
細
企
業
が
一
定
の
設
備
投

資
を
行
う
の
は
難
し
い
。
他
の
零
細
企

業
と
差
別
化
を
図
り
、
部
品
メ
ー
カ
ー

か
ら
受
注
で
き
る
だ
け
の
ス
キ
ル
の
あ

る
企
業
が
競
争
の
中
で
生
き
残
っ
て
い

け
る
。

●
結
論

　

一
九
八
〇
年
以
降
自
動
車
部
品
産
業

は
国
内
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
と

外
国
の
交
換
部
品
市
場
へ
の
輸
出
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
急
成
長
し
た
。
大
企
業

が
技
術
を
習
得
し
て
い
く
お
も
な
経
路

と
し
て
、
組
立
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
開

発
、
下
請
契
約
に
基
づ
く
特
定
の
組
立

メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
、
外
資
・
技
術
提

携
に
よ
る
先
進
国
企
業
か
ら
の
技
術
の

導
入
、
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
小

部
品
メ
ー
カ
ー
は
、
組
立
メ
ー
カ
ー
お

よ
び
大
手
部
品
メ
ー
カ
ー
と
下
請
契
約

を
締
結
し
、
取
引
を
繰
り
返
し
て
い
く

中
で
技
術
を
習
得
し
て
い
っ
た
。
こ
う

し
て
技
術
が
組
立
メ
ー
カ
ー
か
ら
大
手

部
品
メ
ー
カ
ー
へ
、
さ
ら
に
中
小
部
品

メ
ー
カ
ー
へ
と
波
及
し
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
多
く
の
零
細
企
業

は
組
立
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
・

チ
ェ
ー
ン
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
企
業
は
、
国
内
交
換
部
品
市
場
に

安
価
で
は
あ
る
が
低
品
質
の
非
ブ
ラ
ン

ド
部
品
を
供
給
し
て
き
た
。
し
か
し
、

消
費
者
が
よ
り
品
質
を
重
要
視
す
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
に
、
非
ブ
ラ
ン
ド
部

品
の
シ
ェ
ア
は
縮
小
し
て
い
る
。
縮
小

し
て
い
く
市
場
で
、
零
細
企
業
は
価
格

引
下
げ
を
迫
ら
れ
、
市
場
か
ら
退
出
す

る
企
業
も
で
て
い
る
。
現
に
、
二
〇
〇

〇
年
度
か
ら
〇
五
年
度
の
間
に
零
細
企

業
の
事
業
所
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　

今
後
イ
ン
ド
の
自
動
車
部
品
市
場
で

は
、
新
規
参
入
は
活
発
で
は
な
い
が
、

既
存
の
中
小
企
業
間
で
の
激
し
い
競
争

が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
過
程
で
、

成
長
す
る
企
業
と
淘
汰
さ
れ
る
企
業
に

選
別
さ
れ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

（
う
ち
か
わ　

し
ゅ
う
じ
／
在
デ
リ
ー
海

外
研
究
員
）
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